
基準として定めるべき項目について

■基準として定めるべき項目
1. 準拠する基準 ：位置付けの明確化
2. 運用体制 ：対象機関、適用範囲
3. 観測機器・設備 ：機器や設備の要求事項
4. 技術基準 ：水位計測の要求事項
5. データ整理・管理 ：データ保存、管理、品質
6. データ形式 ：データ項目、データ伝送形式、構成

資料２
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1.準拠する基準

準拠する基準

【 基準案 】

当面は河川砂防技術基準調査編の「カテゴリー２：特定目的観測」におけ
る的確な予警報や早期避難などの実施に役立てること、また特定の場所
の洪水位、氾濫水位を把握すること等を目的とした観測をおこなうものと
して危機管理型水位計を扱う

【 内容 】

既存の水位計にかかる規程・基準類との関係を整理し、危機管理型水
位計を位置づけ
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1.準拠する基準

【 参考資料 】 基準類の体系

国土交通省では、「水文観測業務規程」に河川管理に必要な水文統計資料の整備と公表を目的とした水文観
測業務の内容を定めているが、洪水時に特化した水文観測等は対象となっていない。

河川砂防技術基準では、水文観測業務規程に定める観測について、「カテゴリー１：基盤・汎用観測」として定
め、それ以外については、「カテゴリー２：特定目的観測」として位置づけている。

水文観測業務規程細則
H29.3.31改定（局長通知）

水文観測データ品質照査要領
H26.3.20制定（課長通知）

水文観測データ統計処理要領
H26.3.20改定（課長通知）

水文観測データ品質照査の手引き
H26.3.20改定（課長補佐事務連絡）

基準となる規程

河川砂防技術基準調査編
平成24年6月 改定

基準となる調査手法

現場における技術マニュアル

水文観測
平成14年度版

水文観測業務規程
H29.3.31改定（事務次官通知）

※危機管理を専らの目的とする
観測は対象外

カテゴリー１：基盤・汎用観測
カテゴリー２：特定目的観測
カテゴリー３：総合観測
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1.準拠する基準

【 参考資料 】 河川砂防技術基準調査編
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1.準拠する基準

【 参考資料（つづき） 】 河川砂防技術基準調査編
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2.運用体制

定めておくべき事項 基準案 備考

対象機関
河川管理者
（国、都道府県、政令指定都市、市町村）

民間事業者などは任意

対象分野 河川の洪水 準用河川を含む

測定対象 河川水位
IoT技術の適用により、河川水位
だけでなく、氾濫域の浸水位等、
他の用途への展開が想定される

観測データ 水位データ
画像処理型水位計の画像、動画
データ、超音波式の温度データな
どは参考情報

公開 一般公開（オープンデータ化）を原則とする

観測水位の一定の品質管理は必
要
一般に公開する場合には規程（免
責、二次利用の許可等）が必要

【 内容 】
危機管理型水位計を運用する対象機関、対象分野、測定対象、データの取り扱い

【 基準案 】
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3.観測機器・設備

備えるべき施設

【 内容 】
危機管理型水位計の設置にあたり備えるべき設備

～中略～

【 基準案 】
水位計及び標識
※水位標（量水標）、水準基標の設置は求めない

なお、洪水時の水位観測値と現地水位との整合を確認するため、現地に
おける水位の表示が考えられる

【 参考資料 】 河川砂防技術基準調査編
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3.観測機器・設備

備えるべき施設

【 標識の例 】

項目 内 容

水位計名 鳥山川 2.5ｋｍ 左岸水位計

河口（または合流点）からの距離 2.5ｋｍ

所在地 神奈川県横浜市港北区小机町

緯度経度 北緯 35度30分10秒 東経 139度36分25秒

設置河川 鶴見川水系 鳥山川

水位計識別番号 ○○○○○○○○○○○○

設置年月日 平成29年8月10日

設置者 国土交通省 京浜河川事務所

水位計メーカ ○○株式会社

水位計名称 水圧式水位計

型番 ○○－１２３４

連絡先 国土交通省 京浜河川事務所 河川管理課
電話番号 －－－－－ 8



3.観測機器・設備

設備の仕様

【 内容 】
危機管理型水位計に求める仕様・要求性能

【 基準案 】
下記の仕様を満たすこと
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3.観測機器・設備

設備の仕様

項目 仕様

観測開始水位
• 水位計の設置箇所において観測開始水位を設定し、この水位を上回った場合に水

位観測を実施

機器作動の確実性 • 1日1回死活監視のため、送信データを送信

平常時監視
• 観測開始水位に達するまでは、10分間隔以下で水位を監視
• 観測開始水位以下の場合、データ送信は不要

洪水時水位観測
• 水位が観測開始水位を上回った場合、原則として5分間隔以下で観測を行い、計測

データを同時間間隔でデータ送信
※ 観測時間間隔は出水特性を踏まえて河川管理者が決定

電源装置
• 上記観測を5年間継続して監視・観測が可能な電源容量を確保
• 太陽光発電を用いる場合は、5日間無日照の後、24時間観測開始水位を上回る水

位が発生する場合を想定した容量を確保（P）

通信装置
• 設定された観測間隔、送信間隔に応じて速やかにデータを送信
• 別途定める通信仕様にて閉域網接続で別途クラウドに伝送できること

耐久性、耐震性
• 十分な安定度と高い信頼度を確保するものとし、地震等の災害時においても設備

の機能が確保されること

耐雷性 • 誘導雷に対する耐性機能が確保されること（特に河道内に配線する水位計）

データロガー • 不要

時計機能 • 電波時計、GPS等で定期的に時刻補正がおこなわれること

【 設備仕様（案） 】
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3.観測機器・設備

機器動作の確実性

【 参考資料 】 関東地方整備局簡易水位計表示システム
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平常時監視

3.観測機器・設備

河川名 観測所 日時 水位上昇速度

都賀川 甲橋 平成20年7月20日 1.34m/10分

目黒川 青葉台 平成28年7月14日 2.26m/10分

神田川 大沢池上 平成25年8月12日 1.49m/10分

【 参考資料 】
局所的に発生する集中豪雨等により、10分間で直ちに氾濫が発生する

水位まで上昇するような都市河川等の河川においては、河川の出水特性
に応じて適切に設定する

10分間で
2.26m
水位上昇

観測水位
はん濫危険水位
はん濫注意水位
天端高都賀川 甲橋水位

はん濫危険水位 1.50m

避難判断水位 1.30m

はん濫注意水位 1.20m

水防団待機水位 1.00m
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3.観測機器・設備

＜監視時＞

サーバー
or

クラウド

伝送
（1日に1回）

監視
（10分以内に1回）

＜観測時＞

伝送
（5分以内に1回）

観測
（5分以内に1回）

水位監視 10分以内に1回
5分以内
に1回

10分以内に1回

データ送信 なし
5分以内
に1回

なし

死活監視
1日に1回

※該当時刻データのみ
1日に1回

※該当時刻データのみ

観測開始
水位

2017/9/1 0:00

○

○

○

24時間ごとの
データ送信
（死活監視）

5分以内ごとの
計測＆
データ送信

2017/9/2 0:00 2017/9/3 0:00 2017/9/4 0:00

10分以内ごとの
水位計測

10分以内ごとの
水位計測

平常時監視

【 参考資料 】 水位観測・データ送信のイメージ図

サーバー
or

クラウド

洪水時水位観測

○

○
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3.観測機器・設備

水位計の仕様

【 内容 】
所定の精度での水位観測を保証するための危機管理型水位計の仕様・要求性能

【 基準案 】
下記の仕様を満たすこと
なお、現地状況、採用する観測機器に応じ河川管理者が判断できる

項目 仕様 備考

計測精度
• ±1cmの精度

• 画像処理型水位計の場合は、対象範囲と撮影画素数から算出
される計測精度について明示すること

水位の決定
方法

• 水位は、サンプリング間隔1秒による20秒間の平均観測水位に

より決定する。その際、瞬間的に発生する異常値を除去して平
均する

• なお、異常値の除去にかえて、20秒間の最大、最小の２データ
ずつを除去した16データの平均化により決定しても良い
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3.観測機器・設備

15

【 参考資料 】水位計の機器仕様例

方式 精度 水位処理 エラー処理

水晶式水位計
測定範囲に対して±0.05％FS
（10ｍの場合、±0.5cm）

・瞬間値または移動平均
水位急変等の異常値処
理

圧力式水位計
測定範囲に対して±0.1％FS
（10ｍの場合、±1cm）

・瞬間値または移動平均 なし

超音波式水位計 測定範囲10ｍに対して±1cm ・瞬間値または移動平均

異常値範囲、回数を超
過した場合
受信レベルが規定レベ
ルに達しない場合

電波式水位計 測定範囲10ｍに対して±1cm ・瞬間値または移動平均
受信レベルが規定レベ
ルに達しない場合

測定柱式水位計 測定範囲に関わらず±1cm ・瞬間値または移動平均 －

水位計の仕様

出典：（独）土木研究所資料
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3.観測機器・設備

電波式水位計 水晶式水位計

【 参考資料 】 機器発注特記仕様 例水位計の仕様
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4.技術基準

17

【 参考資料 】 現在設置されている水位計機種
（河川砂防技術基準調査編）

水位計の仕様
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4.技術基準

18

【 参考資料 】 河川砂防技術基準調査編

水位観測値は一定時間の平均値とされている

平均化手法について、1秒間隔での観測値を20秒以上で平均することが記載さ
れている

計測精度・水位の定義
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4.技術基準

【 参考資料 】
1秒間隔で計測された水位データから平均時間間隔を評価した

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

9/20 12:00 9/20 18:00 9/21 0:00 9/21 6:00 9/21 12:00

水
位

（
m

）

前橋 1秒水位 超音波

10分水位

19

最大50cm程度の幅で変動

利根川 前橋観測所

天竜川 時又水位観測所

姫川 山本水位観測所

1分間の拡大データ

計測精度・水位の定義
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4.技術基準

計測精度・水位の定義

20

洪水時には1秒間隔での計測水位は30cm程度の振動を示している
水位変動の周期（3～10秒）での平均化では水位の変動が見られる
20秒以上の平均化処理で安定する

14：00：0013：59：01

60秒平均

30秒平均

20秒平均

水
位

水
位

14：00：0013：59：01

20秒平均

水
位

定時の水位

最小値

最大値

データの見方水位上昇時

ピーク水位時

【 参考資料（つづき） 】
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4.技術基準

【 内容 】
危機管理型水位計が示す水位の基準高

【 基準案 】

水位計設置地点や近隣の氾濫開始高さ（堤防高、河岸肩高等）を基準高として
設定し、基準高までの水深または水位で表示する
なお、必要に応じて基準高の標高等をGNSS等を用いた簡易な方法により求め
ることとする

基準高の設定方法
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4.技術基準

基準高の設定方法

【 参考資料 】 表示方法案

堤防天端、河岸肩を零点として、低い場合をマイナス表示、超えた場合をプラス
表示

＜掘り込み河道＞

河岸肩高

+
↑

↓

-
表示

-0.2m

＜有堤河道＞

堤防高

0.2

0.1

0

-0.1

-0.2

-0.3

-0.4

-0.5

-0.6

-0.7

+
↑

↓

-
表示

-0.2m

堤防からの高さ

0.2

0.1

0

-0.1

-0.2

-0.3

-0.4

-0.5

-0.6

-0.7
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4.技術基準

【 参考資料 】 関東地方整備局 簡易水位計表示システム
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4.技術基準

【 内容 】
機器の製品性能の証明

【 基準案 】

製品の性能証明は、機器メーカーが作成する機器の型式仕様に対する出荷
時品質保証による

製品性能証明（試験成績）
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4.技術基準

製品性能証明（試験成績）

【 参考資料 】 メーカーの型式仕様例
【 水圧式水位計 】 【 水晶式水位計 】

【 超音波式水位計 】

A社 B社 C社 25



4.技術基準

【 内容 】
現地に設置された機器、設備の点検方法

【 基準案 】
出水期前等、年1回以上の定期点検により、機器の設置状況等の確認を行う
ものとする

【 備考 】
機器の性能は、5年間メンテナンスフリーが原則
必要な場合にセンサ、通信装置、電源部分の交換が可能な構造であること
定期点検では以下の実施を想定

• 観測開始水位以下の計測値の確認
• 動作確認
• 機器の設置状況確認（外形目視点検、草木の繁茂状況確認）等

点検方法
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５.データ整理・管理

データ保存の基準（考え方）

【 備考 】

必要なデータについては、一定期間内に各々の河川管理者がダウンロードし、
保管するものとする

【 内容 】
計測された水位データの保存、保管

【 基準案 】

観測開始水位以上で計測され、クラウド上に登録された観測水位データにつ
いては、一定期間保存する
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５.データ整理・管理

データ一時保存期間

現行の水文観測業務規程では、保存期間は以下のとおりである
• 10分データ：2ヶ月
• 毎正時 ：13ヶ月

電気通信施設設計要領案（情報通信システム編）

【 参考資料 】 現行の基準・要領の例
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５.データ整理・管理

データ照査

【 内容 】
危機管理型水位計のデータの照査

【 基準案 】
危機管理型水位計による計測水位は、原則として照査を実施しないものとする

【 備考 】

危機管理型水位計の水位は、リアルタイムで防災活動などに活用されるため、
基本的に洪水後に照査は行わない

危機管理型水位計では、リアルタイムで異常値検出等、水位計の異常値の
チェックを行うことが必要である

なお、危機管理型水位計による計測水位を水文観測資料として活用する場合
は、別途照査を行う
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５.データ整理・管理

データ照査

【 参考資料 】
水文観測データ品質照査要領

【 参考資料 】
電気通信施設設計要領案（情報通信システム編）
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６.データ形式

水位計の有すべき情報

【 基準案 】

危機管理型水位計は設置時に次頁以降に示す水位計台帳を作成し、識別可能
なID番号で整理を行う

【 内容 】

計測機器からの水位データはクラウド上で処理、保存するための個々の水位計の
識別、送信データ

【 備考 】
通信機器ＩＤとして、携帯電話番号（11桁）または通信機器の個体識別番号の活
用を想定
水位計台帳の水位計番号は、河川コードや各データベースのIDなどを参考に次
年度以降に設定方法・ルールを検討する
機器状態監視データとは、「稼働中」「点検中」といった水位計の情報を想定

送信データ ： 識別番号＋監視・観測時刻＋水位＋電源監視データ＋機器状態監視データ
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６.データ形式

【 参考資料 】 水位計のメタデータ（水位計台帳案）

河 川 名

機器配置図

設 置 写 真

種別

水 系 名

水位計　配置図・写真
水位計記号

（　　）  　　年　　月　　日記入

水 位 計 名

識別番号

水位計・伝送処理装置・電源装置の位置関係が

わかる図面を添付

全体配置状況・断面状況写真 水位計拡大写真

伝送処理装置拡大写真 電源装置拡大写真

流 域 面 積 (km2)

水 位 計 メ ー カ ー 水位計メーカーへの連絡先

伝送処理装置
観測開始日　：　　　　　年　　月　　日 　　　　　年　　月頃
更新日　　　　：　　　　　年　　月　　日

　　　　　年　　月頃

電源方式

施 工 業 者 施工業者の連絡先

水 位 測 定 方 式 データ伝送方式

標 高 （ ｍ ） ．

氾濫開始水位（t.p.m)

水位計0点設置標高

水位計名

区市郡

ｍ

氾濫開始水位までの水深

高水計測開始水位（ｍ）

水位計及び施設位置

識別番号

種別 水位計番号

水系名 河川名

町村

設置者
左

岸 粁杭
上

右 下

緯 度 （ 北 緯 ）

位　 置

都道府県

° ′ ″

経 度 （ 東 経 ） ° ′ ″

水位計センサー

項　　　目 観測開始日・更新日　 交換時期

デ ー タ 伝 送 間 隔

（　　）  　　年　　月　　日記入

事務所より観測所に至る間の
距離及び所要時間

略 図

観測開始日　：　　　　　年　　月　　日 　　　　　年　　月頃

更新日　　　　：　　　　　年　　月　　日

電源装置
観測開始日　：　　　　　年　　月　　日

更新日　　　　：　　　　　年　　月　　日
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６.データ形式

【 参考資料（つづき） 】 水位計のメタデータ（水位計台帳案）

（　   ）  　　年　　月　　日記入

１．台帳等作成及び観測所新設の時における器械、施設の型式、形状寸法、材質等について記入する。

２．器械の二重化がなされている場合は、記事にその旨を記載する。

３．項目については観測器械及び施設の設備に応じ適宜追加する。

■機種・メーカー
　機種・品番：
　メーカー：
　製造番号：

■機器仕様
　伝送回線：
　伝送方式：
　伝送先　 ：
　伝送項目・内容：

■機種・メーカー
　機種・品番：
　メーカー：
　製造番号：

■機器仕様
　精度：
　計測範囲：
　計測間隔：

器
　
　
械

電源装置

■機種・メーカー
　機種・品番：
　メーカー：
　製造番号：

■機器仕様
　バッテリー方式：
　バッテリー容量・電圧：
　太陽電池最大出力・電圧：

水位計センサー

伝送処理装置

水 位 計 名

水位計及び施設仕様

備考

種別 水位計記号

水 系 名

■標識
　位置：
　サイズ：

識別番号

項　　　目 記　　　事

河 川 名

その他
（標識や付帯設備）

２．台帳作成後の器械及び施設の購入、新設、修理等のあらゆるものについて記入する。

水位計及び施設　保守点検
種別 水位計記号

水 位 計 名

年　月　日 記　　　事 対応者 備考

水 系 名 河 川 名

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．

識別番号

１．台帳様式１の６から１の８の続きをこの様式に記入する。

（　　 ）　 　．　　 ．

（　　 ）　 　．　　 ．
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６.データ形式

水位計の有すべき情報

【 参考資料 】 観測所を分類するコード（水位計を識別するコードとは異なる）

水文観測業務規程細則 第2章観測所 より
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